
No.314 床をウッドタイルに変更しコスト削減 

(東京都千代田区 不動産会社 社員より) 

原状回復工事の費用を削減するのには、床を工夫するのが一番効果的だと思いま

す。 

 

例えば、今のマンションはクッションフロアを用いていることが多いのですが、これで

すとベッドやたんすなど重たい家具を置いた場合、どうしてもへこみます。そして、そ

の修繕費はオーナー負担というのが現在では主流になっています。 

 

そこでオーナーに対し、床をウッドタイルなどに切り替えるように提案しています。こ

れですとクッションフロアに比べて固くてあとがつきにくいので、退去時でも修繕を行

う必要性はほとんど生じません。 

 

また、万一の場合でも部分貼り替えができますので、全体を貼り替えなければならな 

いクッションフロアに比べてコストは大幅に削減できます。 

 

クッションフロアに比べると数万円ほどコストアップしますが、初期投資を行っても、そ 

の分後々の原状回復費が安くなりますので長期的に見ればオーナー側にコストメリッ 

トが生じることになります。 
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日当たりの悪いお部屋であれば、右下の写真のような明るめの色を使うことやアクセ 

ントの効いた色を使うことも効果的です。 

また、ウッドタイルはクッションフロアに比べて見栄えも良く、高級感が演出できます。 

学生ハウジングでもクッションフロアからウッドタイルへ張替を提案しています。 

空き部屋が多くなる今の時期こそ設備投資するチャンスです。 

この機会にぜひ、ご検討下さい。  

BEFORE(クッションフロアー) AFTER(ウッドタイル) 

学生ハウジング 07.02.21 


